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CHORUS ダッシュボード・サービスと

千葉大学附属図書館での取り組み
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1. はじめに
　千葉大学は、2016年3月に「千葉大学オープンアクセ
ス方針」を策定した（1）。この方針では、学術雑誌等に
よって公表された教員の研究成果を機関リポジトリに
より公開することを定めたが、一方で、査読済み学術
論文の捕捉率は日本全体でみると6％に過ぎず、研究
者自身に機関リポジトリにセルフアーカイブしてもら
うことの難しさも指摘されていた（2）。このため、策定・
承認の過程において、研究者に作業負担をかけない形
でオープンアクセス（OA）を実現することが課題となっ
ていた。
　本稿では、CHORUS機関ダッシュボード・サービス（3）を
利用し、著者に作業負担があるグリーンOAでも、論
文処理費用（APC）の費用負担があるゴールドOAでも
ない、第三のOAの道を探る取り組みを紹介する。

2. CHORUS機関ダッシュボード・サービスとは
　CHORUS（Clearinghouse for the Open Research 
of the United States）は、研究資金を得てなされた研
究の成果を、容易かつ永続的に、発見可能、アクセス
可能、検証可能とすることを目指して、資金助成機関、
出版社、研究者、及び研究機関が研究論文のパブリッ
クアクセスを実現することを支援するイニシアティ
ブである（4）。運営は、米国に拠点を置く非営利団体
CHOR, Inc.が行っている。
　CHORUS に は、Elsevier、Wiley、Springer Nature
等主要な学術出版社60社（5）（6）が加盟し、出版社ウェブ
サイトで “Publicly accessible versions”（出版社が受
理した著者最終版、または出版社版のいずれかのバー
ジョン）の本文ファイルを公開している。公開する本
文ファイルのバージョンやエンバーゴの選択は出版
社に委ねられている（7）。出版社が公開した著者最終版
は出版社ウェブサイトで誰でも閲覧できるが、購読し
ている電子ジャーナルを閲覧できる環境からアクセ
スした場合には、出版社版の本文ファイルが自動的に
表示される。出版社による本文ファイル公開は、資金
助成機関による研究成果のOA義務化への対応として
なされている。

　「CHORUSダッシュボード・サービス」（8）とは、CHORUS 
に加盟する資金助成機関10機関（9）（10）から助成を受け
た研究で、CHORUS 加盟出版社が出版した全ての論
文の情報とOAの状況を、CHORUSがモニターしデー
タ提供するサービスである。日本の資金助成機関では、
科学技術振興機構（JST）が加盟している。CHORUS
ダッシュボードで提供されるデータは、Crossref、Funder 
Registry（旧FundRef）、Scopus、ORCID、Scholix、Portico
及び CLOCKSS、並びに Atypon 等の電子出版インフ
ラを用いて収集されている（11）（12）（13）。学術情報流通に
関わる既存のインフラを連携させ活用し、情報提供し
ていることが特長である（14） 。
　このダッシュボードには、研究機関向けと資金助成機
関向けの2 種類がある。千葉大学が契約した研究機関向
けの「CHORUS機関ダッシュボード・サービス」では、
所属研究者の論文についてデータが提供され、（1）統計
グラフの表示（CHORUS捕捉論文数の推移の線グラフ、
出版社ウェブサイトでのOAが確認された比率等項目
別の円グラフ、資金助成機関ごとの論文数の棒グラフ）

（図１）、（2）データの抽出（DOIを含む論文単位のデータ、
DOIとORCID iD（CA1740参照）を含む著者単位のデー
タ等）（図2）、（3）CHORUS捕捉論文の検索、といった機
能を備えている。
　なお、JSTが契約した「CHORUSジャパン・ダッシュ
ボード・サービス」（15）は、資金助成機関向けのもので、
研究者の所属機関に関わらずJSTの助成を受けた論文
についてデータが提供されており、ウェブ公開されて
いる（16）。

3. 機関リポジトリにおける取り組み
　千葉大学は、2016年8月から2017年5月の間、CHOR, 
Inc.と日本の資金助成機関であるJSTとの間で行われ
た「CHOR-JST試行プロジェクト」（E1844参照）（17）に参
加し、そこでの検証を経て、2017年12月にCHORUS機
関ダッシュボード・サービスを有償契約した（18）。実験
的な取り組みとして、ダッシュボードにある論文情報
を機関リポジトリに一括登録し、DOIを介して出版社
ウェブサイトの本文へリンクするモデルと業務の流れ
を検討した。
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図1　CHORUS機関ダッシュボードの統計グラフ

図2　データ抽出画面
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　具体的な作業手順は以下の通りである。
（1） CHOR, Inc.によって出版社ウェブサイトでのOA

が確認された論文のデータ（論文単位と著者単位）
をダッシュボードから抽出。

（2） 論文単位のデータを junii2形式のメタデータに
Excelの関数を用いて一括変換。

（3）機関リポジトリにメタデータを一括登録し公開。
（4） 著者単位 の デ ー タ か ら 千葉大学所属研究者 を

KAKENデータベースで同定し、著者情報（NRID、
日本語氏名）を機関リポジトリに追加登録。

　2019年6月までに計167件（2016年11月 14件、2017
年1月 2件、2018年3月 63件、2019年6月 88件）の論文
情報を機関リポジトリに登録し、CHOR, Inc. へダッ
シュボードの改善点をフィードバックした。

4. 評価
　CHORUSのサービスは、出版社ウェブサイトで雑誌
に掲載された論文がOAになるという点においてはゴー
ルドOAと似ているが、APCを支払うことなくオープ
ンになるという点ではグリーンOAに近い。APCの費
用増大が懸念される中、また、著者によるセルフアー
カイビングの拡大にも限界が見える中、今回の実験を
通じて、少なくとも短期的にはOA推進の手法として
意義があることが確認できた。さらに、バージョン管
理・エンバーゴ管理は出版社サイトで行われ、図書館
での管理負担がない新たなデータフローと業務の流れ
を検討できたことにも大きな意義があった。加えて、
CHORUSダッシュボードが日本の資金助成機関と研
究機関にとって利用しやすいものになるよう実験を通
じて様々な提言を行い、所属機関情報を含む著者情報
が抽出データに追加される等、実際に改善がなされた
ことも評価している。
　CHORUS機関ダッシュボード・サービスによって、
各機関の研究成果を容易に把握でき、機関リポジトリ
を介してメタデータを流通させることでビジビリティ
を上げることに更なる期待をかけているが、現時点で
の課題としては、以下の3点が挙げられる。
　第一に、機関の研究成果に対するカバー率であ
る。試行段階でのカバー率は低かったが、現在では
CHORUS に加盟する出版社が増加し、カバー率も
上昇している。対象となる資金助成機関も Funder 
Registryに登録されている資金助成機関へと段階的に
拡大されている。日本の資金助成機関としては、日本
学術振興会（JSPS）、日本医療研究開発機構（AMED）、
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）も2019
年1月に追加された（19）。ただし、CHOR, Inc.によるOA
の状況の確認作業は、CHORUSに加盟する資金助成機
関（現在10機関）に限られる点に留意が必要である。

　CHORUSダッシュボードの網羅性・即時性・情報の
正確性・OA化率については、JSTが検証を続けている
が（20）、捕捉漏れを防ぐため、論文投稿時にFunder ID
やGrant Number、ORCID iDを入力するよう研究者へ
周知することも必要である。
　第二に、CHORUSダッシュボードは書誌情報自体
の提供を目的とはしていない。それゆえ、詳細な書誌
情報を機関リポジトリに入力しようとすると、メタ
データを補完しなければならない。提供されたDOIや
ORCIDの識別子を基にメタデータは他から取得する
ことが今後の検討課題となる（21）。この点は、JPCOAR
スキーマ（22）の適用によって簡便になることを期待して
いる。
　第三に、試行プロジェクトの初期段階においては、本
文ファイルとして“Publicly accessible versions”を出
版社から入手し、機関リポジトリに登録するべく千葉
大学と出版社との間で交渉を行ったが、出版社の賛同
は得られなかった。なお、フランスの学術機関コンソー
シアムCouperinとElsevierとの新しい契約では、出版
社からリポジトリへ本文ファイルの提供がなされるよ
うであり（23）、今後、出版社の態度が変わることも期待
したい。

5. 今後にむけて
　研究機関として、資金助成を受けた研究成果のOA
の状況を簡単にモニターできることがCHORUS機関
ダッシュボードの利点である。学内のリサーチ・アド
ミニストレーター（URA）へも情報提供し、研究成果の
OA推進への協力を求めている。
　また、CHORUS ダッシュボードの新機能として、
2018年8月に論文に関連付くデータセットのDOIが追
加され、この項目も抽出できるようになった。データセッ
トの情報の活用も検討しているところである。
　本プロジェクトは、大学および大学図書館の立場か
らOAを実現する手法として戦略的に検討する必要が
ある。CHORUSが基礎とする、出版社ウェブサイトで
の無料での論文ファイルの公開というOAの手法が、
長期的に研究者と大学にとって持続可能な枠組みとな
るのかを今後も注視していきたい。
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